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令和６年度 全国広報担当者会同（電子会議） 

日 時  令和７年３月６日（木）午後２時 ～ 同５時 

場 所  連合会電子会議室（ZOOM） 

出 席 者 別紙のとおり 

＜進行予定＞ 

14：00～14：02  開会（2 分） 司会（中山広報部次長） 

14：02～14：04  挨拶（2 分）  佐々木副会長 

14：04～14：10  趣旨説明（6 分）  久保広報部長 

14：10～14：40 令和 6 年度に実施した広報活動について①（30 分） 大賞受賞会 

   （質疑応答含む）    （静岡会担当者） 

14：40～14：50 休憩（10 分） 

14：50～15：20 令和 6 年度に実施した広報活動について②（30 分）  優秀賞受賞会 

   （質疑応答含む）    （滋賀会担当者） 

15：20～15：30 休憩（10 分） 

15：30～16：00 令和 6 年度に実施した広報活動について③（30 分）  特別賞受賞会 

   （質疑応答含む）    （東京会担当者） 

16：00～16：10 休憩（10 分） 

16：10～16：58 連合会広報部との意見交換（48 分）分室 

16：58～17：00  閉会（2 分）   司会 
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「全国広報担当者会同（電子会議）」出席者一覧

会名 氏　名 役職等

佐々木　義　徳 副会長
久　保　智　則 広報部長
中　山　敬　一 広報部次長
松　村　充　晃 広報部理事
荒　木　崇　行 広報部理事

東　京 池　田　輝　彦 広報事業部担当理事
神奈川 小　田 靖 広報部長
埼　玉 遠　藤　義　明 広報事業部理事
千　葉 鎗　田　昌　夫 総務部長
茨　城 塚　田　昌　英 広報副部長
栃　木 （出席者なし）
群　馬 武　藤　政　尚 広報事業部長
静　岡 伊　藤　嘉　昭 広報部長
山　梨 竹　野　光　美 広報部長
長　野 品　田　尚　志 広報部長
新　潟 （出席者なし）
大　阪 田　中　秀　典 社会事業部長
京　都 藤　原　大　輔 社会連携部長
兵　庫 長谷川　裕　城 広報部長
奈　良 伊　東　将　臣 広報部長
滋　賀 奥　居 篤 広報部長
和歌山 西　端　俊　彦 副会長（広報担当）
愛　知 片　岡　忠　雄 広報部長
三　重 吉　田　穣　次 理事
岐　阜 （出席者なし）
福　井 松　村　征　永 広報部ＨＰ活用推進委員
石　川 沖　田　洋　昌 広報部長
富　山 澤　田 健 広報部長
広　島 （出席者なし）
山　口 荒　川 猛 広報部長・常任理事
岡　山 坂　田　弘　美 広報部長
鳥　取 福　山　英　雄 副会長・広報部長
島　根 （出席者なし）
福　岡 多　良　俊　一 広報部長
佐　賀 髙　尾　賢　士 常任理事（広報部長）
長　崎 竹　永　智　彦 研修部長
大　分 髙　橋　崇　直 広報部長
熊　本 （出席者なし）
鹿児島 （出席者なし）
宮　崎 津　村 剛 常任理事・広報部長
沖　縄 諸喜田　秀　和 広報部長
宮　城 （出席者なし）
福　島 加　藤　修　吾 広報部長
山　形 （出席者なし）
岩　手 （出席者なし）
秋　田 木　村　洋　平 広報部長
青　森 大　柳　錦　也 広報部長
札　幌 藪 孝　雄 広報部長
函　館 髙　本 浩 副会長
旭　川 （出席者なし）
釧　路 （出席者なし）
香　川 橋　本　博　之 副会長（広報部担当）
徳　島 （出席者なし）
高　知 前　田　昌　利 広報部長
愛　媛 （出席者なし）

連合会
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土地家屋調査士広報コンテストへのコメント 

 

井上戦略 PR コンサルティング事務所代表  井上 岳久 

 

研修を現場で実践し、確実に成果を上げていることは、とても素晴らしいです。 

学んだことを即座に行動に移し、結果につなげていく「知行合一」の姿勢は、広報を活動す

るにあたり重要な要素の一つです。今回の取り組みでは、テレビ放送や新聞掲載にも着実に

結びつけており、リリースの作成も基本をしっかり押さえた的確な内容に仕上がっていま

す。 

 

広報活動は、どんなに素晴らしい取り組みであっても、発信しなければステークホルダー

に伝わらず、団体や資格の価値が十分に認識されない可能性があります。しかし、広報は実

行すれば必ず何らかの成果が生まれるものです。たとえ小さな一歩でも、積み重ねていくこ

とで大きな影響を与えることができます。逆に取り組まなければ情報は届かず、認知される

機会を逃してしまいます。こうした積極的な広報活動が、企業やブランドの認知度を高める

大きな原動力となっていることは間違いありません。 

 

これまでに、同様の広報インナーコンテストを、大企業のグループ会社をはじめ、農業団

体や自動車関連団体などの全国組織、さらには大学の全学部および関連学校など、幅広い分

野でプロデュース・監修・審査員として携わってまいりました。それぞれの企業や団体では、

組織内の広報意識を高めるとともに、スタッフや関係者が主体的に情報発信に関わるきっ

かけとなり、広報活動の強化につながる大きな成果を上げています。特に、インナーコンテ

ストを導入した組織では、広報力の底上げだけでなく、社内外のブランディング強化にもつ

ながり、長期的な広報戦略の一環として高い評価を得ています。 

 

今回の企画も、さらに発展させることで、組織全体の広報力向上や、新たなイノベーショ

ンの創出につながる可能性を秘めています。これまでの成功事例を参考にしながら、より効

果的な施策を取り入れ、さらなる成果を目指していただければと思います。また、今後さら

に広報力を高めるためには、リリース作成の精度を向上させるだけでなく、より魅力的な企

画を立案し、メディアとの関係構築を強化していくことが重要です。また、発信する内容の

バリエーションを増やし、定期的に情報提供を行うことで、メディア側にも「注目すべき情

報源」として認識してもらいやすくなります。ぜひ、これまでの素晴らしい取り組みをさら

に発展させ、広報の効果を最大化していってください。 

 

引き続き、広報活動を強化し、より多くのステークホルダーに情報を届けるために、リリ

ースの質を向上させたり、効果的なメディア戦略を構築したりと、さらなる工夫を重ねてい

ってください。今後の発展を心より応援しております。 
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出前授業・インターンシップ 第１１回しずおか境界シンポジウム

令和６年度広報活動
静岡県⼟地家屋調査⼠会

出前授業・インターンシップ 年間スケジュール

7⽉16⽇(⽕) 出前授業
• 県⽴科学技術⾼等学校 建築デザイン科３年 ３３名

10⽉16⽇(⽔)〜18⽇(⾦) ⼟地家屋調査⼠インターンシップ
• 県⽴島⽥⼯業⾼等学校 都市⼯学科2年 ５名を２事務所で受⼊れ

10⽉24⽇(⽊) 出前授業
• 県⽴沼津⼯業⾼等学校 建築科２年 ２６名

11⽉6⽇(⽔) 出前授業
• 県⽴浜松⼯業⾼等学校 建築科２年 ４０名

11⽉14⽇(⽊) 出前授業
• 県⽴島⽥⼯業⾼等学校 建築科２年 ３８名

12⽉9⽇(⽉) 出前授業
• 県⽴島⽥⼯業⾼等学校 都市⼯学科１年 ３３名
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 「⼟地家屋調査⼠の１⽇」紹介動画視聴

 「マンガでわかる⼟地家屋調査⼠のしごと」を使⽤し、

スライドで⼟地家屋調査⼠の仕事の説明

 ⼟地家屋調査⼠試験の説明

 ⼟地家屋調査⼠の体験談発表

出前授業
⼟地家屋調査⼠の仕事の説明

出前授業
⼟地家屋調査⼠の体験談発表

出 前 授 業
内 容 ( 屋 内 )

 測量⽅法による⾯積誤差の確認

(トータルステーションとテープによる計測)

 GNSS(GPS)ネットワーク型RTK法による埋設物の探索

 ３Dレーザースキャナーを使⽤した計測

出前授業
測量⽅法による⾯積誤差の確認

出前授業
GNSS(GPS)ネットワーク型RTK法による埋設物の探索

出 前 授 業
内 容 ( 屋 外 )
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 ⾃⼰紹介
 ⼟地家屋調査⼠について(業務内容、試験等)
 不動産表題登記について(地⽬認定、建物種類、建造物等)
 建物現地調査
 ＣＡＤによる建物図⾯作成
 測量機器の歴史について
(伊能忠敬の島⽥市周辺での測量実績について)
(アンコールワットにおける遺跡の調査測量実施について)

 トータルステーション操作
 平板測量、コンパス測量、３Ｄ測量、ＧＮＳＳ測量(ＶＲＳ)
 スマートフォンライダー(簡易型３Ｄスキャナー)
 ドローン測量 等

インターンシップ
職 業 体 験 例 ①

インターンシップ
平板測量

インターンシップ
座学(伊能忠敬の島⽥市周辺での測量実績等)

 ⾃⼰紹介
 ⼟地家屋調査⼠について(業務内容、試験等)
 現場業務の概要説明
 現地での平⾯測量の補助
トータルステーションの説明、使い⽅、据え付け
基準点の選定の説明
平⾯測量の補助(実際に機械を覗いてどのように測⾓測距するか)
ピンポールの⽴ち⽅の説明
既存境界杭の確認の説明
境界杭の種類、設置についての説明 等

インターンシップ
３Ｄスキャナー測量

インターンシップ
コンパス測量

インターンシップ
職 業 体 験 例 ②
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【対象⼈数】
 出前授業 ４校５科 170名
 インターンシップ １校 ５名

出前授業・インターンシップ
成果①

インターンシップ
スマートフォンライダー測量

インターンシップ
GNSS測量

【成果】
 将来の⼟地家屋調査⼠を発掘
 アンケートにおいて⼟地家屋調査⼠に興味を持った⽣徒は

１７０名中１４４名
 過去には学校の進路相談で⼟地家屋調査⼠を⽬指す⽣徒も

出前授業・インターンシップ
成果②

【メディア取材】

 10/24(⽊)県⽴沼津⼯業⾼等学校 静岡朝⽇テレビ

11/21(⽊)13:45〜13:49 「いろどりナビ」番組内で放送

 12/9(⽉)県⽴島⽥⼯業⾼等学校 静岡第⼀テレビ

12/25(⽔)11:25〜11:30 「まるごとPLUS」番組内で放送

インターンシップ
ドローン測量

インターンシップ
ドローン測量(座学)
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第１１回しずおか境界シンポジウム
〜持続可能な社会と境界の役割〜

⽇ 時：令和6年7⽉31⽇（⽔） 13:30〜17:00
会 場：ホテルアソシア静岡 3階「駿府」
主 催：静岡県⼟地家屋調査⼠会
共 催：⽇本⼟地家屋調査⼠会連合会、

公益社団法⼈静岡県公共嘱託登記⼟地家屋調査⼠協会
後 援：静岡地⽅法務局・静岡県・静岡市
協 ⼒：㈱静岡新聞社／静岡放送㈱／㈱テレビ静岡

内 容：パネルディスカッション「住み続けられるまちづくりを」
前 半：境界に関する社会的な問題点についての最新の施策、取組を発表。
後 半：前半に発表した最新の施策、取組みを繋ぎ、横串を刺して、

諸問題に関する取組と解決策をディスカッション。 第１１回しずおか境界シンポジウム
会⻑挨拶

第１１回しずおか境界シンポジウム
会場出⼊⼝

◆コーディネーター
(公財)東京財団政策研究所 研究員・研究部⾨主任 吉原祥⼦⽒

◆コメンテーター
岐⾩県弁護⼠会所属 弁護⼠ 秋保賢⼀⽒

◆パネリスト
法務省⺠事局⺠事第⼆課⻑ ⼤⾕ 太⽒
法務省⺠事局⺠事第⼆課地図企画官 楠野智之⽒
財務省理財局国有財産業務課⻑ 川路 智⽒
財務省理財局国有財産業務課専⾨調査官 皆川修磨⽒
国⼟交通省政策統括官付地理空間情報課⻑ ⽮吹周平⽒
国⼟交通省政策統括官付地理空間情報課国⼟調査企画官 橘有加⾥⽒
⽇本⼟地家屋調査⼠会連合会 会⻑ 岡⽥潤⼀郎⽒

第１１回しずおか境界シンポジウム
〜持続可能な社会と境界の役割〜

第１１回しずおか境界シンポジウム
パネルディスカッション②

第１１回しずおか境界シンポジウム
パネルディスカッション①
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【参加⼈数】
 官公庁職員 ８６名
 ⼀般市⺠ １９名
 会員 １９４名
 他会会員 ４０名
 議員・その他 １４名
 合計 ３５３名

第１１回しずおか境界シンポジウム
成果①

【成果】
 国、県、市町職員及び県⺠に対する⼟地家屋調査⼠制度の啓発
 ⼟地家屋調査⼠の職業倫理の⾼揚

第１１回しずおか境界シンポジウム
会場⾵景②

第１１回しずおか境界シンポジウム
会場⾵景①

【メディア取材】
 静岡新聞社

8/6(⽕) 静岡新聞 朝刊 県内総合欄に掲載 発⾏部数約46万部

第１１回しずおか境界シンポジウム
成果②

令和6年8⽉6⽇(⽕) 静岡新聞朝刊 第18⾯ 県内総合欄
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第１１回しずおか境界シンポジウム
成果③

【メディア取材】

 SBSテレビ

8/1(⽊) 10:25〜11:20 「Ｓｏｌｅいいね！」番組内で放送

 テレビ静岡

7/31(⽔) 20:54 「県内ニュース」番組内で放送

 静岡ビジネス社

8/20(⽕) 静岡ビジネスレポート No.1527に掲載

令和６年８⽉20⽇(⽕)
静岡ビジネスレポート No.1527

情報発信の主体がメディアとなるよう広報

案内の主体が本会ではなく、案内送付先となるよう広報

セミナーとの関連性
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